
======= イオン結合以外の結合のしかた =======

Ａ 最外殻電子（価電子）の数による原子のグループ分け

① 最外殻電子の数が１個か２個のグループ ・・・・ Ｌｉ、Ｎａ、Ｋ、Ｃａ、Ｍｇ

（陽イオン ）になるグループ

金属元素

② 最外殻電子の数が６個か７個のグループ ・・・・ Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｏ、Ｓ

（陰イオン ）になるグループ

非金属元素

③ 最外殻電子の数が３個か４個か５個のグループ ・・・・ Ｂ、Ｃ、Ｎ、Ｓｉ

（イオンになりにくい ）グループ

非金属元素
例外として（水素元素 Ｈ ）がある。

④ 最外殻電子の数が８個（Ｋ殻では２個）のグループ ・・・・ Ｈｅ、Ｎｅ、Ａｒ、Ｋｒ

（イオンにならない ）グループ

希ガス

Ｂ 結合のパターン（大きく３つに分類できる）

陽イオンになるグループ 陰イオンになるグループ イオンになりにくいグループ

金属結合 イオン結合 共有結合

陽イオンになるグループ 陰イオンになるグループ イオンになりにくいグループ

化学結合のルール ・・・・・ 結合により、互いに安定な電子配置になる
（最外殻が８個）

２ 分子と共有結合 ・・・ その１ Ｎ.Ｏ.１１

・ イオン結合のイメージ
余った電子を持つ原子（陽イオンになりたい）

（電子を貸してあげる） ≪貸借関係≫
電子の足りない原子 （陰イオンになりたい）

・ では、電子が足りない原子どおしが安定な電子配置になるには、どうするか？
互いに電子を出して共有財産にする（電子を共有する） ≪共同出資≫

〔例１〕

〔例２〕

共有結合とは ・・・原子どおしが互いに不対電子を共有しあい、共有電子対を作って
結びつく結合

Ａ 価電子を用いた表し方 ・・・ （電子式 ）という

Ｂ 共有電子対（：）を線（－）で示す表し方 ・・・ （構造式）という

結合の手
結合の手（－） を（価標 ）という
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